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 冠動1∫1ぐ間物'含孝窯三文
 ⊃多1,・副で拭3心電図上
 ST降下イヒ生ずる1'τいノ、二
 る冠循写'1諸員の限界/雄1は
 無く9少い祠て!-t窩G
 厚フ・念・li無'設と「艮基材』1の群Kて
 財億の逆相関関係力級
 ら,1した.
 5、'さらに左前下行技
 iヨ旨'[}・(⊃彫コ合孝女と5悲至言彗,葦音
 量のll毘・1殖の間にも拝{11',魯
 に有意の道1・ヨ関関係がマメ.
 られブこ
 6.冠動脈闘吻合砲太:
 さが200μL.1上の吻合
 ;i女と冠循以.爺皆三1の「異界f叢
 と仕より一癖霊月奏煮有意
{σ
 H.!」
 の逆相灘掲係がみられ,また左前下行枝中心の吻合数産、2目口μ以上のものについてみると,より
 密接魚有意の1謝揖関関係が没られた.
 Z以上のことから冠硬化の際には,障害された冠循環を調整すべく冠動脈問吻合が,特に左前
 下行枝を中心に発達して代償作用をいと止むにいたると結論される.
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 冠循環諸量限界値と冠動脈聰勿合総数との関係冠循環諸量限界値と左前ド行枝中心の吻合数との関係
 〔C磁轡・・筋).』影葉柳/分)(CC雌…蜴)漂・簾詔0紛)'.
 鱒=謙翻{藍塑蜂:翫雌・・{}空裏….『、
 f茅}研が労r二一`7%3
 P<…。:顧;i覗瓠{P<昭
 一……一…一一…冠1督・・一一…一■一
,
 一
…
腫
一
…
コ
ー
、
一
--一
…
ー
ー
ー
」
り
り
り
 "冠
流
血
癒
限
界
値
議
襟
灘
欝
限
器
5
0
5
0
 」
7
ユ
 一
]
 5
㎜
卑
?
一
一
 辞
{
一
 7
1
■
…
『
り 3
辱
こ
仁
る
 r
仁
u
f
.
唖
ぐ
ご
〕
}
数
 野
鼠
乱
3,驕
 鑓
)
5
デ
†
o
脈
 膨
言
、
f
}
2
弥
 ひ
㎜
重
 言
“
.
冠
 ・
5
.
・
瓜
一
[
0
.
-
 でぴヂノづさごタ
 ・^沁纐欝雪曜二τ砧く鰯
 命一中ドーヤー一一■■』一"
 “笹
 葺茜^的
 盛叱」♂
 おハ
 t沖とポ弔
 うヘゆ
 点co
 ㌧・1,へ
暢
幽
し
10203040
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 翩翻識撒界値と鋤脈聞吻合数(大.中)と嘱係鰯蝦謝罎界と左前下徹中心の吻合数伏両との囎一
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審査結果要旨
 冠循環綜謝る副行循風駕て冠剛醐吻合島冠疾患轍⊂冠鋤鞭化症に於て鱒腕た冠
 鰍を言聯端醸椴割舷づ¶細として古ぐ紡禰額,鱗さ濱来たところである力雪,
 未だ困つかd聰点蝕しと脈レ・'そこで暑熱かかる彫嫌1物部冠靴の郷蔽磯
 肱よ暁淑'茂たどの程敵艦旨を莞爾る旅伽て病朧理、学的1徽討伽えるべぐ麺
 ごとき災難赴膚∫㌍1つ云こ.
 賜実験的に'鴎アリルアミン職⑳反覆1緯1・散り作成した冠優献田頭にペントパノレビタ
 栂ノ職蜥酔胤・人工脇乏下に開胸,心蹴齢1して設動撫獅硫量続介してカニユ を
 左趨娠雛挿ん体瑚轟芋丹雄㌶魏頗f鮒胤就礁∫脳よ鷹撒澗勘テーテ,雁
 臥して囃しノ耀徽血につし1・て麟頷を1綻妬とと儲,冠齢蟄職鉱めた際翫、
 鉄面翻鍮瓢蝿図上ST降下を生ずるにいた麗循瑠撮磯界1直欄毒し,獄死届酬、蔭
 の冠動脈造影を行い冠動脈闘吻合数を算出し,とれと冠循環嵩置とを対比した.
 その裸調衡淵に心電図一ヒST`嘉伽鋤ら緩い冠硬献の冠涜職ま,正甑犬に比し
 働廿加た荘平均旗∫∫冒し(て龍`磁歓語硬化に測る冠細節し必ずし轍少してい、な
 いととをr言召」わた二.
 次に心電図上ST降下之謙たすにいたる冠循環諸量の限界値は多ぐの例が正常成犬の限界値の範
 酌に効・平均働:紬】て正常獄と大謝励つンヒ湘・ぐの/敵広い鞭にイ旋って油,限1
 界個ておける心筋破獄賑率1よ正常武功高いこと辮渡した、
 さら曙叡かか嘉徳珊f量鍛界騰驚欄勒緻と〔〕灘些鹸訂し酷果,冠蹴燗吻
 醗獅獅例で鴬S珊"ド練たすにいたるli礁螺伽囎猷鍬、少い何燃前功
 慨徽と阪獅弼』}こ財惹の逆欄置聯。存耐往と羨らにご、前1朝姉心α1胎羅瀦
 猫羅の馳融の撫'こも剛知徳の遡颯し脈動る野鶴忍bた.つぎ1・樋ぢ1カl」1、そ鵬治、D大さ
 が2田口μ以上の吻合数と冠循環諸1量のE艮界値とはよρ一將密接な有意の遺旧関関係(D芭,ること,
 およ靭司様の國・係が左前下『1二枝中心の吻合についても存在することを認めた.
 以上錠とから溜轍冠脇の際看蹴ll縮さ繰冠衛迂鋼鰍べ碇翻1澗吻合が轍左前
 下行撫沖心にび難し}d欄間静脈佃〔い酌,赫然宜・ノ似k醐合力:醗憶義
 を肩^すると結論しデこのである、
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